
東北農業研究 (Toboku Agrlc. Res.)27,147-148(1980)

スターキング・デ リシャスのやけ防止剤の効果
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スターキング・ デリシャスは未熱な着色不良果で,貯蔵

中にやけの発生が多いことが知られており,貯蔵販売にお

いてはこのやけの発生を防止することが重要な課題となっ

ている。筆者らは,食品添加物として使用されている酸化

防止剤を中心に,やけ発生防止剤の検索を行ったので,そ

の結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

スターキング・デリシャスの比較的やけが発生しやすい

と思われる,約 200夕の優果を供試した。供試果数は30～

40個である。果実は収穫後 ,ただちに薬剤処理を行った。

昭和48年から52年にかけては直接添加法,す なわち果実を

薬剤に浸漬処理し,風乾後,冷蔵した。昭和54年はFHI接添

加法 ,すなわち薬剤を脱脂綿に吸着させて,果実とともに

ポリ袋密封処理し,冷蔵 した。貯蔵条件は温度 0～ 2C,

相対湿度85～ 90%である。なお供試薬剤ならびに貯蔵期

間は各表に示した。出庫後 2日 間室温に放置 し,やけ発生

等について調査を行った。

3試 験 結 果

昭和49年か ら52年 にかけては,果実を薬剤に浸漬処理す

る直接添加法で行った。昭和 49年の試験結果 (表 1)で は ,

BH△ ,不飽和酸 ,リ ボタイトでやけ防止効果が認められた。

とくに BHAの効果が顕著であった。しかしながら,3H△ ,

ビタミンE,リ ボタイトなどでは黒色や茶褐色の斑点が発

生 し,薬剤の濃度や乳化剤の選択など処理方法に問題が残

った。なおクロロフィルでは果面への汚染が認められた。

昭和 50年の試験結果 (表 2)では,全般にやけの発生は多

かったが,グ リセライド, ウリシン (2%),3Ⅱ A,不飽和

油 (01%)でやけ防止効果が認められた。BIIΔ 0 5%区 で

やや薬害の発生があった。しかしながら,薬剤による果面

汚染 (白 い粉が果面に残るなど)が ,イ ノシンやウリシンで

多 く,ま た不飽和油やグリセライドでも認められた。昭和

51年の試験結果 (表 3)では,OMP(4%),シ ュガーエステ

ル (2%),グ リセライド(02%)でやけ防止効果が認めら

れた。薬害の発生は不飽和油 1%区だけであったが ,全 般

に薬剤による果面汚染が多 く認められた。とくにシュガー

エステル,lMP,UMP,レ シチン,不飽和油などでひどか

った。出庫時に全般に油臭がしたが ,食味試験では認めら

れなかった。昭和 52年の試験結果 (表 4)では,ビタミンC

とグルコースの併用(05%)区でやけ防止効果が認められ

た。薬害や果面汚染についてはほとんど問題にならなかっ

た。

表 : 昭和49年度の調査結果

③"難
檄:毛轟鵠篭盗醤X100

④ ネ;収穫日, *ウ ;出庫曰(以下同じ)

⑤ 薬害発生指数,果面汚染指数についても③に準した。

果実の浸漬処理では,3Ⅱ A,不飽和酸 ,リ ボタイト,グ リ

セライド,ウ リジン,不飽和油,OMP,シ ュガーエステル,

ビタミンC+グ ルコースでやけ防止効果が認められたが ,

薬害の発生や薬剤による果面の汚染があり,効果のある薬

剤についての,使用濃度 ,手t化剤,処理方法等について ,

実用化に向けてさらに検討が必要であると思われる。昭和

54年には処理方法を変えて,間接添加法,すなわち薬剤を

脱脂綿に吸着させ,果実とともにポリ袋に密封処理とした
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注_()供試薬剤濃度はいずれも成分表示である。
② やけ指数値 :0:な し,1:少 (やけ発生部位40%以 下)

2;中 (40～ 70%),3,多 (70%以上)

やけ指数分布割合
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名区

鶴
け
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やけ指数分布割合 難
害
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鶏面
汚
懃％
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%
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%
2

%
3

%

BHA 01%
″    02″
″     03″
″    05″
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750

639

653

8 0

0

167

125

120

166

42

208

400

417

500

250

400

417

291

417

0

0

0

125

0

0

0

0

ビタミンE005%
″    01″
″    02″

744

773

833

77

40

38

38

120

38

423

520

616

0

0

0

62

13

13

不飽和油 01%
″    02″

764

861

417

208

458

708

0

0

56

139

グリセライド02% 469 519 0

ウリジン 05%
″       1″

″     2″

880

833

538

( 0

42

192

120

292

308

800

624

26'

0

0

0

0

125

397

イノシン  05%
″       1″

″      2″

933

813

861

0

80

42

Ｏ

Ю

２

200

160

208

800

680

708

0

0

0

26

32Ю

611

無 処 理 873 219 724 0

表2 昭和50年度の調査結果
(850103‐ S5139)

注 *石灰散布による

表 3 昭和51年度の調査結果
(SSl 10 6^´ S52 3 14)

表 4 昭和52年度の調査結果

(表 5)。 その結果,全般にやけの発生は多いが,3HA,ス
トップスコールRグルコース・ シフェニルアミンでやけ防止
効果が認められた。薬害や果面汚染は認められな力ったが,

フィテン酸でやや異味が感じられた。3HAが FHl接添加法で

もやけ防止効果が認められたが ,この機作については明確

でないが,BIIAのような モノフェノール型は気化しやすい

性質があり,3Ⅱ Aが気化して果面に付着して効果を表わした

ことも考えられる。このためBHAに ついては果面における

薬剤の付着等についての検討が必要である。また間接添加

法においての,薬剤の選択,濃度 ,あ るいは薬剤の組合せ

等についてもさらに検討が必要と思われる。

4 ま

スターキング・デリシャスのやけ防止剤の検索を,食品

添加物として使用されている酸化防止剤を中心に行ってき

たが,直接添加法では約 10種類の薬剤でやけ防止効果が認

められた。しかし,薬害や薬剤による果面汚染が認められ,

実用上で問題が残った。間接添加法では3HAな どでやけ
防止効果が認められ,さ らに検討が必要ではあるが,実用

面から期待できるものと思われる。

め

(S52 1013^ν S53 3 16)
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0
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83
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84
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0
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理処無 448 219 156 177 0 0

表 5 昭和54年度の調査結果
(S54 10 12-S55 4 21)
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鶴
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ガ
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ユ
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エ
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254

333

609

188

109
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196

125

86

0

0
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グリセライド01%

″   02″
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271

383

404

542
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234
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234

213

229

234

149
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14'

0
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14
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0
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213
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234

362
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0
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188
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0

0
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″    2″
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333
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563

521
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125
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229
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85
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0
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0
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766

5-CMP 2%
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403

250

333
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250

167

292
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125

83

0

0

0

21

レシチ ン
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″

303

440

511

404

128
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213

213

148

255

0

0
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397
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